
第 20 回定期総会･意見交換会テーマ 

① 活発な意見交換を促進するため、各人の意見を尊重し、発言に対する批判はおやめください。 

② 相手の意見を否定するのでなく、自身の考えを知ってもらうことを主眼にお話ください。 

 

●里山の管理方針 

 ･将来に残る財産として 

 ･方向性 

 ･近隣住民からの要望等 

 

●会の運営について 

 ･やりたいことが話し合える会 

 ･情報共有 

 ･学校との連携 

 ･町内会(近隣住民)の参加 

 ･湿性植物を守る会の応援 

 ･他団体との連携 

 

●安全面について 

 ･チェーンソーの取り扱い 

 

●その他 

 ･会に参加している理由をお聞かせください！ 

 

5/14（日）当日の意見 
① 近隣の住民について 

★植栽について、住民の意見を聞いてはどうか？ 

8 丁目緑地において6～7年前に植えたコブシの木の落葉が多くて困っている 

落ち葉の出ない常緑樹を選んではどうか？ 

雨樋の掃除が大変 

→意見は聞いている。枝抜きをする。 

☆少ない平地林(斜面林)保全の理解を求めてメリットを知ってもらうのは、 

交流の場を持ち、理解を深めよう 

交流の場がなくなり、知ってもらえなくなっている。 

☆常緑樹でも春には落ち葉が多い。 

☆聞いた話として、桜の花は喜ばれるが、秋の落葉は苦情がある。 

☆落葉の役割を啓蒙してはどうか？ 

  近隣だけでなく、全市民に伝えてはどうか？ 

☆対策としては剪定か？ 

☆竹の葉は春と秋に2回落葉している。 



☆意見のある人と交流してはどうか？ 

☆意見のある人と一緒に作業はどうか？ 

☆8丁目緑地はゴミが捨てられていた。除去をして綺麗にし、里山保全活動をしている。 

※現在も土の下に除去仕切れなかったものが埋まっている。 

☆朝霞市管理の保全緑地。通常管理以外で、会独自の判断で植栽や伐採は出来ない。 

☆会の作業は月に 1回。住民は毎日のこと。 

  落ち葉で困った家への落ち葉サポートをしてはどうか。 

  落ち葉が落ちる前に剪定してはどうか。 

☆落ち葉に意見をくれた方は理解して貰うチャンス！ 

☆コブシを植える影響を考えたことない 

☆なぜ落ち葉の出る木を植えたのか説明あれば良い 

  

② 安全面 

☆休息を取りながら作業しましょう。 

→誰かが号令をかけないと熱中症が心配 

☆安全面で講習をする 

☆チェーンソーは講習を受けて行おう 

③会員への連絡方法は 

 ☆総会は案内郵送している 

 ☆ホームページの会員ページに載せている 

  カレンダーには載せていない 

 ☆以前は広報あさかの見開きに載っていた 

 ☆メールの無い会員が 20 名いる 

 ☆地域コミュニティ紙に載せてはどうか 

  →無料のもある 

 ☆どこまでやれば良いのか 

 ☆連絡はグループ Line で、出来る人からやってはどうか 

 ☆当日の中止連絡はどうとるか 

 ☆Line やっていない人は外れてゆく 

 ☆小雨だと黙ってきてカッパ着て作業している 

④その他 

 ☆郷戸緑地の地名を 谷山(たなやま)としてはどうか 

 ☆平地林(斜面林)将来像を考えて作業をしよう 

 

以上が意見交換会の意見のまとめです。 

間違いや内容違いや表現ミス、不足が有りましたら、ご連絡ください。 

 

松永健司 

 

ケータイ：090-3451-0381 

メルアド：halgenki@gmail.com 


